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高速道路橋において鋼橋の疲労⻲裂や鉄筋コンクリート橋のひび割れは全国で数千か所以上発生していま

すが、人員不足のため補修が間に合わず、⻲裂やひびの進展などの経過観察も十分にできない状況です。

 そこで本研究では、橋梁に発生した⻲裂やひびなどの損傷部周辺のひずみ分布を測定することで損傷をモ

ニタリングするひずみセンサアレイシート、およびそのデータをサーバーにアップロードするための無線セ

ンサシステムの開発を目的としています。合わせて、現場での貼り付けを容易に行える簡易施工法の検討や、

メンテナンスフリー化に向けた検討を行っています。

グラファイトのスクリーン印刷によるひずみセンサア

レイシート、これを保護する耐候性保護層と簡易施工

のための接着シートを開発しました。  これらを一体化

して、実橋梁のコンクリート床版 に貼り付けた結果、

ひびのパターンに沿ってひずみセンサが特に大きな値

を示すことが実証できました。
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● 高密度・大面積印刷ひずみセンサアレイシート

● 太陽光発電による自立電源駆動無線センサシステム

● ひずみ分布の面パターンから橋梁に発生した⻲裂やひびを経過観察

印刷センサによるコンクリート床版モニタリング
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